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アクセント 韻津構造 語形成 重複國数
タイプA 語頭型 主要部始端型（＃φ…） Base＋R王三D 1
タイプB 語末型 主要部末端型（…φ＃） R｝こD＋Basc 無制限
タイプA：ピ1カピカ
　　　　　ポ1ンポン
タイプB ピカピカピがッ（と）
ピッピッピ1ッ（と）
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ポンポンポ］ン（と）
ピピピ1ッ　（と）
ポポポ1ン（と）
この表に見るように，タイプAとタイプBは全く対極的な性質を持っているわけだが，さら
に興味深いのは，この対極性が音韻構造と形態構造のどちらにも現われていること，すなわ
ち音韻構造と形態構造の間にある種の対応関係が成り立っていることである。
3。　二je舞1架鋳型
　（13）に示した項目のうち最も興味深い振る舞いを示しているのは，重複回数に関する対極
性であろう。タイプAで重複子の生成図数が厳密に制限されている一方で，タイプBではそ
れが無制限であるというのは，両タイプの「違い」というレベルを超えてもはや「断絶」に
近いありようを承している。
　問題は，形態構造に観察されるこの対極性が音韻構造と無関係に生じているとは考えられ
ないことである。Poser（1990）・lt6（1990）・　Hamano（玉998）らが指摘するように，オノマ
トペの語幹に相当する形態素は韻律的には二項フット構造をなす単位に穣当することが知ら
れている。
（14）Stem＝FLt，μ】（＝RED）
したがって，語幹（Stem）が複写されて重複子（RED）が生成されるという重複語形成の振
る舞いは，韻律的に見るとフットの複写のプロセスとして捉えられることになる。このため，
タイプA重複語で重複子の数に制限が起こるということは，語形成に伴って生成されるフッ
トの数に制限が与えられていることと等しい。他方，タイプ8重複語において重複子の生成
園数に制限が存在しないということは，フットの生成に何ら制限が伴わないことを意味する。
そこで，本節ではタイプA重複語の韻律構造をさらに詳しく探る作業を通じて，重複子の生
成回数に相違が生じる理由について考察してみたい。
3．1　BT構造
　重複子の生成回数が限定されているということは，タイプA重複語の韻律構造に厳密な定
型性が要求されていることを物語っている。平たく述べると，fピ］カピカ」「ポ1ンポン」
などの形態はもはや決まりきった形として語彙化されており，それ以上の形態的バリエーショ
ンを加えることが許されていないのである。これらの定型的な重複形には，二つの二項フッ
トからなる均整のとれた韻律構造がおしなべて観察される。この特異な構造は「二脚架鋳型
（bipodic　template：BT）」と呼ばれる（Poser　l　990）。「ピ］カピカ」を例にその韻律構造を下図
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に示す。
（15）　BT構造
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タイプA重複語は，「F＋Bで表される一定の韻律構造に即して生成される。（ll）に示した
「パッパ」の類では部分的にfF÷σ」構造が現われるが，これは語幹が健音を含んでいるこ
とと何らかの関わりがあるものと推察される。いずれにせよ重要なのは，上に図承したBT
構造がそれ以上拡張不可能な性格を持っているということである。換言すると，BT構造は
完全に固化した鋳型のような性質を含んでおり，その内部に新たな韻律範麟を編入して「＊F
÷F＋F…」といった拡張形式を作りlllすことができないのである。　BTにこうした頑固な韻
律特性が備わっていることについて，以下に述べる現象を通じて確かめておこう。
3．2　拡張不能性
実は，BT構造はオノマトペのみならず日本語全般にしばしば現われる韻律構造である。電
話番号を読み上げる際のプロソディなどはその好例であろう。たとえば，偶数｛固の構成素か
らなる「0727」では，「2」において短音節長音化が起きて二つのBTが形成される。
（16）　0　7　2　7
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その際、アクセントがヂゼロナ］ナ・ニーナ1ナ」といった具合にBT単位に与えられてい
る点に留意したい。決して「＊ゼロナナゴーナナ」のような複合化したアクセントは現われ
ないのである。このことは，8Tが単独の韻律語をなす単位であることを意味すると同時に，
「ゼロナナニーナナ」のような多モーラ構造が同一の韻律語に組織化されず，二項フットを単
位とするBT鋳型によって分割されていることを明確に物語っている。
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　興味深いのは，これと全く岡様な性質がタイプA重複語にも観察されることである。タイ
プA重複語では，場合により「ピカピカピカピカ光る。」のように一見したところ複数回の
重複が起きているかのような形態が用いられることがあるが，その場合，アクセントの山は
必ず「ピ3カピカ・ピ］カピカ光る。jのようにBT単位で分割されてしまう。
（17）ピ1カピカピ1カピカ（光る）。
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数字の連鎖「0727」と同じく，この場合も「＊ピカピカピ1カピカ」のようなアクセント
の再計算（＝複合化）が起こらない。
　BTが拡張を許さない固化した領域であることは，「090」のような奇数個の構成素から
なる番号を読み上げる際のプロソディにもよく現われている。（18）に示すように，「090」
では鴇9」の部分がひとまとまりのアクセントの出を構成し，右端のfO］だけは別の山
を構成する。
（18）090
　　　砺司二・ff旦
この場合も，BTからあぶれるの右端「0」を組み入れてf＊ゼロキュ1一ゼロ」のような複
合化したアクセントを構成することはできない。この振る舞いを一般的な形で表示すると次
のようになる。
（19）BT解析
　　　　F十F十F　→　［F十F｝ftWd十F
BTに関知的な語形成および韻律現象では，所与のフット連鎖fF－f－F－1－F3を韻律語に組織する
場合にその全てが同一の韻律語に解析されるのではなく（＊［F＋F＋F］p醗），BTによる切り取
りが構造の左端から起こり，BTに適合する単位だけが一つの韻律語に組織される（「BT解
析」）。書うまでもなく，これはBTが四モーラ以上のサイズに拡張することのできない定型
化した韻律領域であるからにほかならない。
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3．3　BT依存型と非依存型
　BTが拡張不能な固化した韻律構造であること，および，タイプA重複語がBTに閏知的
な語形成であることを踏まえると，タイプAにおいて重複子の無限生成が許されない理由は
もはや明らかであろう。タイプA重複語ではBTが規定するサイズ，すなわちニフット四
モーラの大きさを越える語形成が許されないため㊨T依存型語形成），このサイズの範囲内
で重複子を生成するには，最大にして一つのフットに相当する分しか空席が残されていない
ことになる。（14）に見たように，オノマトペの重複子はフットに相当する構造を持つので，
一っのフットに相当する空席とはすなわち，重複子一一つ分の空席であることを意味する。
　他方，タイプB重複語において重複予の無限生成が許されているのは，この語形成がBT
構造に無関知な性格を持つからだと考えられる（BT非依存型語形成）。このため，タイブB
の場合，音韻的主要部が領域の終端にありさえすればその左側にどれだけフットを生成して
も構わない。
4．結語
　本稿では，R本語オノマトペの重複構造に①主要部始端型（タイプA）と②主要部末端型
（タイプB）の二つの対極的な類型が存在することを論じ，両者の音韻購造ならびに形態構造
が鏡像的な性格を持つことを明らかにした。また，重複子の生成画数に見られる極端な隔た
りが生じる理由について，それが二脚架鋳型（BT）と呼ばれる特異な韻律構造に起因する現
象であることを論じた。
　むろん，オノマトペの重複語には本稿で論じたもの以外にもさまざまなタイプが存在する。
その全ての韻律構造を続一的に把握するには，本稿で承した分析はやや範囲の狭い一般化に
過ぎないかもしれないが，少なくとも重複形オノマトペの基層的なバリエーションに関して
は本稿で述べた二つの類型のいずれかにあてはまると考えられる。これに当てはまらない形
態，たとえば「ピがリ＋ピがり」のように派生語どうしが結舎したタイプのものについ
ても機会を見て追加の議論を試みる必要があるが，それは今後の課題としたい。
注
1
l2
擬声語（ないしは擬音語）と擬態語（ないしは擬容語：小林1935）は本来盤質の異なる語彙である
が，本稿では用語上の便宜のため両者をまとめて「オノマトペ」と総称する。
タイプB重複語のアクセントは助詞ゼと」を伴わずに発音すると平板型との区別が起こらないが，
「と1をつけて発音するとそれが尾高型であることがはっきりするだろう。「と」の直前でピッチが
下がるからである。ただ，核の位置がどこであるかは実のところ判然としない。本稿では健音の直
前のモーラに核があると解釈したが，倒人によっては促音の直後でピヅチの下がり薦が起こるとの
判断もあり得えよう。一一般語種では特殊モーラが核を担うことはあり得ないので，これに敷箭する
と促音蓬前のモーラに核の所在を求めたほ）が合理的であるが，オノマトペが一般語種と同じ音韻
的性質を持つとは必ずしも断定できない点に留意する必要もある。ちなみに，健音ではなく擾音を
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3
刈
斗
伴う「ガタガタンと」などでは，撲音まで高く続ける型も適格だと思われ，Hainano（1998）および
Oda（2000＞ではこの型に基づく記述が見られる。
フット解析が右端から起こるとの想定は．Poser（1990）のフット理論に基づくものである。
fボRンポン」のように二つの重音籔からなるタイプA重複語では必然的に重音節に核が付与され
るが，これは「ポンポン」の音簾構造に起因するものであり，（7b＞の特牲によるものとは言えない。
むしろ「ポ1ンポン」では左側のフットに核が付与されていることから，（7a）の原理こそがアクティ
ブに作飛していると言える。
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